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　体育館が使用できないため、青空の
下での新任式・始業式となりました。

　小倉さんは今回の震災にふれ、 「私達に出来る事は、 みんなの

心を一つにし、小さな事でも諦めずに共に力をあわせ、私達に

出来る事から一つずつ思いを込めて前に進むこと」と誓いのこ

とばを述べました。

　花曇りのなか、ほころび始めた校門の桜に迎えられ54名

の新入生が入学しました。今年度は大会議室での式となり

ましたが、入学生

は呼名に一人一人

大きな声で応え、

さわやかな心温ま

る入学式となりま

した。

　東日本大震災により常北中学校の校舎
が使用不可能になったため、４月８日よ
り常北中学校の２、３年生の皆さんが常
北高校で学校生活を送ることになりまし
た。常北高校でも体育館などが使用不可
能となり万全とは言えませんが、常北中
学校をできる限り応援したいと考えてい
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

入学生代表誓いのことば

小倉未奈美さん

（常北中出身）

　来賓・保護者、在校生・教職員
に見守られ、49名の卒業生が春園
の丘を巣立ちました。式では一人
一人に卒業証書が手渡され、最後
は「旅立ちの日に」の合唱に送ら
れて卒業生は式場をあとにしまし
た。新たな門出にふさわしい厳粛
かつ晴れやかな式となりました。

　常北高校では、サイパン島のカグマン高校への海外派遣事業を毎年実施
しています。今年も２年生１名、１年生３名の計４名が参加しました。そ
れぞれホストファミリーの家庭に滞在し、サイパンの生活や文化に触れま
した。昨年11月に本校を訪れたカグマン高校生とも再会を果たし、有意義
な６日間を過ごしました。

卒業生代表答辞

小堀義貴君（常北中出身）


